


































時代との新たなる対話を求めて

居住空間に対する人々の考え方や価値観は時代と共に大きく変化してきた。

住まいへの要求も「量」から「質」へと転換し、

「うるおい」と「豊かさ」が求められてきた。

近年では、少子・高齢化への対応、環境への配慮、

既存ストックの再生といった社会現象に沿った対応も必要となってきている。

そのなかで、公団～UR都市機構の設備も社会環境や経済状況、

生活水準など様々な時代の要求を反映しながら大きく変遷してきた。

その歴史は、それぞれの時代に対応した快適な居住環境の創造に向けて、

新しい試みを一歩一歩前進させてきた日 と々いえる。

これからの時代に、UR都市機構の住宅設備が

どのような役割を果たすことができるか。

過去の時代を見つめることから、

新たな答えを見つけていくことが、大切であると考えている。
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